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レコードの入力時における原稿の作成， 編集の煩雑さは， ‘‘たとえ MARCの編集
者が，いかに良心的であり理性的であったとしても，疲労と試行錯誤の気疲れから
くるエラーは避けることができない"l) とする指摘からも汲みとることができるの































狽が第 1順位で視われる事例を第 1ステップに想定する。次いで，対照事項が第 2
順位，すなわち，害名パラグラフと対照事項とが記載された事例を第 2ステップに





























いてはまだ触れられていない。あくまでも， n録記述規則 Rulesfor Descriptive 
Catalogingと， 英米目録規則 AngloAmerican Cataloging とを基礎において設
定されたアルゴリズムをテストするにあたったのである。





カクローギ‘ノグ1青報に関するかぎり， 全国書誌の源として， MARC Distribu・
tion Serviceが生産する現行レコードに比べて， AFRによって創り出されるレコ
ードの収録内容が一歩も後退することは紐ましい姿ではない10)。との意欲から，
完全 MARC生産を目差して進めている LCはもちろんの ことであるが， 一方で
は， MARC・LCのサプフィールドを大胆に箭素化した AFRをツステムの心臓部







完全 MARCを日論む Libraryof Congres, 焦、点を日録作成に合わせた Uni-
versity of California, また， CRTスクリ ーンをとおして，いかなる形式のドキュ




今後， AFRは，MARCにとっての大きなテーマとなることであろう。 CIP 
計画の進捗とあわせてこれからの推移には，大きな関心を寄せなければならない。
なお，この AFRのプログラム・パッケージは 175ドルで CatalogingDistri-
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bution Service Divisionから領布される 由である。
注
— Library of Congress. Press Release 75-17. For !MEDIATE Rele-
ase 
1) Maruyama, Lenore S.: Format Recognition. p. 283 
2) Butler, Brett: Automatic Format Recognition of MARC Bibliogra-
phic Element. p. 27 
3) Maruyama, Lenore S. : ibib. p. 283 
4) Library of Congress: Format Recognition Process for MARC 
Record. p. 46 
5) Maruyama, Lenore S. : ibid. p. 283 
6) Library of Congress : ibid. p. 1 
7) Maruyama, Lenore S. : ibid. p. 286 
8) Butler, Brett : ibid. p. 32 
9) Library of Congress : ibid. p. 16 
10) Maruyama, Lenore S. : ibid. p. 287 
11) Gibson, Liz: BIBCON. p. 241 
注記 ・ト レー シング と可変 （長）フィールド
前号に続く，可変（長）フ ィー ルドの後半部である。参照した文献にしたがっ











かわっ て， これを可変（長）フ ィールドに設定する場合には，注記のタグによ っ
て，注記内の1行報をいかに処理するか，また， 削除するか否かの指示を与えること








A 双書注記 Series note 
B At head of title注記
C 合本注記 Note of works bound together 
D 関連注記 Sequel 
E 学位論文注記 Dissertation note 
F 例外注記 Informal notes 
G 内容注記 Contents notes 
H 翻字書名注記 Title romanized note 
• Planning Memorandum, no. 3. p.70 
パイロットプロジェクトにおいては，これらの注記が，〔表 I〕のごとくに，
[ 5 0] 双書副出
[ 5 1] 双書副出せず
[ 6 0] 注記












マシンレコ ー ドにおいては，双書注記に記録されたデーターが， トレースする
データーと同じであるならば，該当するトレー、ンソグや，双害副出記入しま， この双
書注記の記録から創り出すことができるからなのである。
MARC Iにおいては， 書名のトレー、ンソグが， 害名標示の短害名と同じであ
れば， トレーシ‘ノグに "T."のコードを，双書のトレー、ンソグが，双書注記記載の








一個人名 [40 0] SEP 
—紅/,'}名双内探示ー一団体名 [4 I OJ SEC 
ー同じ形式でトレースするー1 ー会議名 [4I I] SEM 
双叫翻ー 一因名双柑籾犀 [44 0] SET 
一異なった形式でトレースする [49 0] SER 
著者／書名双書標示
[ 4 0 0 J SEP 個人名／内名
[ 4 1 0 J SEC 団体名／書名




を指示する "$v"のサプフィールドコードを使用するが， その他のデークー ・エ









[ 4 4 0] SET 
このフィールドも，上記と同じく，このフィールドに記録されたと同じ形式で
副出氾入標目を打ち出すために使用する。





双舌探示においては，所有代名詞 Itsで表示されている。 このような場合， ‘‘基木
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MARC計画の推移(4)
記入 I は，統一古名採目として，タグづけされているであろう。しかし， この双書
椋示は[4 4 0] SETにクグづけされなければならない。
異なった形式でトレースする標示
[ 4 9 0] SER 
このフィールドの1行報は，副出記入標I」を打ち出すために使用するものではな
い。この情報は，ー一異なった形式でトレースする一ー副出記入標目のために使用





第 1インディケータ ーに， " 1 "のコードが記録されておれば， このフィール
ドに対応するフィ ールドが， [ 8 0 0]台にあって， プリソトすべきフ ィールドは
[ 8 0 0]台であることを指示するのである。
第 2イソディケーターは，プラソク。
[5口口］ 書誌注記
MARC 4. ed. までの間に，フィールドの改廃，順序，および，タグの表示が
大きく変わった部分である（表1参照）。
[ 5 0 0 J NOG 一般注記
ほかの注記の範騎に属さないすべての注記を この一般注記で扱う 。
[ 5 0 1 J NOW 合本注記
合本注記は，一般に次の語ではじまっている。
Bound with 
With, as issued 
In case, as issued, with 
[ 5 0 2] NOD 学位論文注記
学位論文であることの指示と ，それが提出された機関とを簡潔な形式にととの
えた注記であって，著作が学位論文である旨を明記した注記についてのみ使 用 す
る。もし，"Basedon・ …・ ・" " First published as… • ••”のごとくに，学位論文と
の関連性を示した記述の注記であれば，これは，‘‘一般注記”として処囮する。
[ 5 O 3 J Bibliographic History Note 
このフィールドは， LCでは使用 しない。






Bibliography : p. 25-35 
Bibliographical footnotes. 
Discography : p. 150—152 







" Partial contents "の語句ではじまる内容注記は，完全揃いで入手したが，
その揃いものの一部のみを内容注記に記載するにとどめたときに使用される。
第 1インディケーターで， この 3グループを区別する。
Contents--" complete"= 0 
Contents--" incomplete" = 1 
Partial contents--" complete" = 2 


















60 1.t :;c;t唸注記ー 530 合本注記





























[ 7 0 ], 件名副出記入はすべてこのひとつのタグで識別するとしたのも，期日的な
制約，実験としての性格などに帰因するものなのであろう。
• Planning Memorandum. no. 3. 79 p 
歴史の年代細区分，地理の地名細区分など，件名については，配列上問題視さ
れる点も残されている。これは， のちに， LCから磁気テープの提供を受けたカリ

















• Cumulating the Supplement to the Seventh Edition of LC Subject Headings, by Roy 










〔表 2〕 A汀 am.H血屯証 D.& ot加 rs. F叫曲。fin佃四血non Library of 
Congress catalog cards. Library Quarterly 37 (1967) 
No Per Sample 1 (1950-57) Sample 2 (1957-64) Total Sample 
Card Frequency I Per Cent Frequency I Per Cent Frequency I Per Cent 
O・・ ・ ・・・・・・・ 182 16.4 137 12.3 319 14.3 
l・ ・・・・・ ・・ 573 51. 5 619 55.7 1,192 53.6 
2・ ・・・・・・・・・ ・ 279 25. 1 272 24.5 551 24.8 
3・ ・・・・・・・・ ・ 60 5.4 67 6.0 127 5.7 
4・ ・・・・・・・・ 17 1.5 12 1.1 29 1. 3 
5・ ・・・・・・・・・・ 2 0.2 4 0.4 6 0.3 
Tota] ......... I 1, 113 I 100. 1 I 1,111 I 100. 0 I 2,224 I 100. 0 








タグづけ，そして， MARCI でのファイリソグを目的としたイソディケ ーターの
用法などに反映されている。
• Planning Memorandum. no. 3. p. 82 
MARC I 4. ed. での件名標目は，次の 6つの範疇に分かれる。
[ 6 0 0] SUP 個人名
[ 6 1 o J sue 団体名
[ 6 1 1 J SUM 会議名
[ 6 3 0] suu統一書名標目
[ 6 5 OJ SUT 時事件名 Topical





[ 6 0 OJ SUP 個人名
このフィールドの範蔚には，
1) 著作者たる実在の人名












第 1イソディケークーは， [ 1 0 0]におけると同じ用法。第 2イソディケー
クーは，次のコードにしたがって，件名標目の出所先を識別するのに用いる。
LC件名標目 =O 
















このフィールドのデークー ・エレメントは，[1 1 0]におけると同じであり，
同じサプフィ ールドコードを使用する。さらに，上記[6 0 0]で示した件名細区
分のサブフィ ールドコ ードをも使用する。
第 1インディケ ークーは， [ 1 1 0]と同じ用法であって，第 2イソディケー
ターは，上記[6 0 0]における第 2イソディケーターと同じ用法である。
[ 6 1 1 J SUM 会議名
上記[6 0 0]に準ずる。
データー・ エレメソ トは， [ 1 1 1]にみられるデークー ・エレメソトと同じ
であり，同じサプフィールドコードを使用する。また，件名細区分のサプフィール
ドコードは，[6 0 0]と同じであり ，イ ソディケ ーターは，[6 1 0]で規定した
と同じである。




このフィールドのデーター・エレメントは， [ 1 3 0]と同ーであり， 同じサ
ブフィールドコードを使用する。 また， [ 6 0 0]と同じく， 件名細区分 ($x$y 
$z)のサプフィールドコ ー ドを用う。
第 1インディケーターはプランク。第 2イソディケーターは， [ 6 0 0]の場
合と同じ用法である。







5) 例外—件名標目で目録記入のうえで， 個人名のあとに"in fiction, 
drama, poetry, etc."の語句がつづいた形式をとる件名標目は，個人著者
と同じ方法で扱う。タグ[6 0 0]を使用し，該当するインディ ケークー，
サブフィールドコードを用う。
データー・エレメント
$a 時事件名標目 Topical subject heading 
サブフィールドコードには，[6 0 0]と同じ ($x$y $z)を使用する。
インディケーターについては，上記フィールドと同じ。
[ 6 5 I] SUG 地理上の名称
この範闊には，
1) 国名など，行政管轄区 Politicaljurisdiction 
例） [SUGJ France 
[SUGキx] France-Bibliography 
組織体名で細区分されたときは，‘ 団体著者”とみなす

















































であるが，次の SampleIでみても，調査対象 1,113件に対して， 1,125件あって，
これも，基本カードを上回る枚数になっている〔表4J。
〔表 4〕恥ram,Henriette D. & others. Fields of information on Library of 
Congress catalog cards. Library Quarterly 37 (1967) 
No. Per Sample 1 (1950-57) Sample 2 (1957-64) Total Sample 
Card Frequency I Per Cent Frequency I Per Cent Frequency I Per Cent 
O・ ・ ・ ・・・ 251 22.6 173 15. 6 I 424 19. 1 
l・ ・・・・・・・・ 649 58.3 688 61. 9 1,337 60. 1 
2・ ・・・・・・ 172 15.5 196 17. 6 368 16.5 
3・・・・・・・・・・・ 34 3.0 41 3.7 75 3.4 
4・・・・・・・・・・・ 6 0.5 8 0.7 14 0.6 
5・・・・・ ・・
゜
o.o 3 0.3 3 o. 1 
6・ ・・・・・・・・・・・ 1 o. 1 1 o. 1 2 o. 1 
10・・・ ・・・・
゜
0.0 1 o. 1 1 0.0 
Total I i、113 1 100. o I 1. 111 1 100. o I 2. 224 I 99.9 
Mean・ I 1.0 I 1.1 I 1.1 
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パイロットプロジェクトにおいて，
[ 7 1] 個人名
[ 7 2] 団体名
[ 7 3] 統一トレーシング Uniform tracing 
[ 7 4] 書名トレー、ンソグ
の4フィールドにまとめられていたのであるが，この副出記入は，次の 6つの範闊
に分けられた。
[ 7 0 0] AEP 個人名
[ 7 1 0] AEC 団体名
[ 7 1 1] AEM会議名
[ 7 3 0] AEU統一書名標目
[ 7 4 OJ AED異なった形式でトレースされる書名
[ 7 1 0] AEC 著者たりえない名称
最初の 4つはほかの種類の‘‘記入"と同じく，一般的な‘‘記入”である。タ
グの第 1ディジットは "7"に置きかえられるが， そのほかは， "基本記入”の項
の指示にしたがってクグづけされ，フォーマット化され，デリミッターが付加され
る（表5〕゚





データー ・エレメントは， [ 1 0 0]の場合と同じであり ， 同じサプフィ ール
ドコードを使用する。また，"$u"のサブフィ ールドコードを， ファイリング情報
として使用する。
第 1インディケークーは， [ 1 0 0]における用法と同じであり， 第 2インデ
ィケーターで，副出記入の種類を次のように識別する。
撰択記入 AlternativeEntry = O A 
第二次記入 SecondaryEntry = 1 S 




















[ 7 1 0] AEC 団体名







4) 著者たりえない名称 (AA目録規則の "33L"を参照）
データー ・エレメントについては，[7 1 0]は[1 1 0 ], [ 7 1 1 ]は[1 1 I] 
の場合と同じであり，同じサプフィールドコードを使用する。ファイリング情報と
して "$u"コードを使用することは，上記[7 0 0]におけると同じ。
インディケ ーターの用法については， さきに述べたとおりである。
[ 7 3 OJ AEU 統一書名標目
"The Atlantic"のごとくに，書名のもとに記入された著作の書名はすべて含
める。
このフィールドのデータ ー・ エレメソトは， [ 1 3 0] の場合と同じであり ，
同じサプフィールドコ ードを使用する。また， "$u"のコ ードをも使用する。
第 1インディケ ークーはプランク。第 2インディケ ーターは，上記フィ ールド
と同じ。
[ 7 4 0] AED 異なった形式でトレースされる書名
書名フィールド[2 4 5]に記録された書名と異なる形式でトレースする書名













































































このフィールドのデーター・エレメントは， [ 4 0 0] のデーター・エレメン／
トと同じであって，サプフィールド・コードも同じである。
第 1イソディケークーは， [ 1 0 0]にみられると同じコードを使用して， 個
人名の形式を指示する。
第 2イソディケーターはプランク。
[ 8 1 0 J SAC 団体名／書名
データー・ニレメントは， [ 4 1 0] と同じ。サプフィールド・コードも同じ
である。
第 1イソディケーターは， [ 1 1 0]と同じコードを使用し， 第 2インディケ
ーターは，プラソク。
[ 8 1 1 J SAM 会議名／書名
データー・エレメントは， [ 4 1 1]のデーター・エレメントと同じであり，
サプフィールド・コードも同じである。
第 1インディケーターは， [ 8 1 0]同じコードを使用する。第 2インディケ
ーターは，プラソク。
[ 8 4 0] SAT 書名
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